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受理日2016年11月23日
＊教養学部芸術学科音楽学課程教授

磯部二郎＊

本稿は，デンマークを代表する作曲家カール・ニールセンのピアノ音楽に関する基礎的研究
である。彼の作品の中で，ピアノ音楽に関する研究は，他のジャンル，例えば交響曲などに比
べ，まだまだ劣っている分野といえる。そこで，今後の研究を深める上で注目すべき観点につ
いて，ひとまず整理・確認しておきたいというのが本稿のねらいである。それ故，今後問題と
なる領域を念頭に置いて，以下の 3つの切り口から問題点の整理を行う。すなわち， 1点目は，
彼の経歴におけるピアノとの接点について，である。ここでは，彼の自伝が扱う年齢までを範
囲とする。 2点目は，ニールセンのピアノ作品の創作期の問題について。 3点目は，彼のピア
ノ音楽の特徴についての検討である。ここでは，限られたコメントではあるが，作曲者自身の
言葉も取り上げる。

I 　カール・ニールセンとピアノ

カール・ニールセン Carl Nielsenは，幼少期を自然豊かな環境の中で送り，そこから多くの
刺激を受けた。そしてそれは，彼に対して生涯にわたって一定の影響を与え続けたものと思わ
れる。ニールセンとピアノとのつながりを知る上でも，その時期の彼の音楽環境はどのような
ものであったかについて，まず確認しておく必要があるであろう。そもそも彼の家庭にはどの
ような音楽環境があったのか。どのような楽器があったのか。彼には楽器演奏の素養があった
のか，などなど。そのような情報は，ニールセンの音楽的才能の発露を確認する手助けとなる
かも知れない。そこで，彼の経歴から，ピアノ音楽との関わりにとって重要と考えられる事象
を整理しておくことも，意味があると考える。ここでは，彼の自伝を通じて確認できる時期，
つまり音楽院入学時までに焦点を当て，まとめておきたい。
ニールセンは，1865年 6 月 9 日，デンマークのフューン Fyn島のオーデンセ Odense市から
南へ約10kmのネア・リュンネルセ村 Nørre Lyndelse付近，ソーテルン Sortelungという地で
生まれた。ニールセンの生家は，2つの家族が 1つ屋根の下で暮らす，という長屋スタイルの
質素なものであったことからも分かるように，貧しい農家に生まれたのである。
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ニールス・ヨルゲンセン Niels Jørgensenを父に，マーレン・キアステンMaren Kirstenを
母に，12人の兄弟の 7番目の子として生まれた。父親は，小作農として農事にも携わったに違
いないが，主な生計はペンキ塗りの仕事から得ていた。ただ父親について，その職以上に異色
であったのは，彼が村の楽隊の一員としても活動していた点である。婚礼や催事などのいわば
晴れの舞台に度々参加し，コルネットやヴァイオリンを担当していたのである。一方母親も音
楽好きで，家の中ではニールセンによく歌を歌って聴かせたことが，彼の自伝に記されてい 

る1）。
単なる歌好きに止まらず，ある程度の音楽的素養もあったようだ。ニールセンが 6歳の頃，

「麻疹」のためにしばらく寝込んでしまった時，母親は壁にかけてあった子供サイズのヴァイ
オリンを取り，手にとって弾くのを許可してくれた。その時の演奏は，楽譜を介してのもので
はなく，まず母親がいくつかの旋律を歌って，それをニールセンがヴァイオリンで音取りをす
るというものであった。
その時の母親の様子について，伝記には次のように記されている。
「母の声は大きくはありませんでしたが，澄んで音程のしっかりした声をしていました。私
がまちがって弾くと，『ちがうちがう，ちゃんと聞きなさい』といって，もう一度歌ってくれ
ました。」2）

6 歳のニールセンにとって，ヴァイオリンで旋律を正確に紡ぎ出すことは簡単ではなかった
と思われる。その時，母親には音程の違いについて，即座に指摘できる程の音楽的能力があっ
たことが窺える。伝記中のそのすぐ後の部分で，「母の耳は音の調子に対して優れて正確で，
父が帰ってくるまでに私はメロディをひとつふたつ弾けるようになっていました。」と述べら
れている。母親は，ただ歌の旋律を歌える，という力量を有していただけでなく，正確さの点
においても，十分な才能があったことの証左であろう。父の不在が何日程度であったのかは書
かれていないが，ニールセンは，おそらくごく短い期間にヴァイオリン演奏のコツを理解した
のではないかと思われる。
それから間もない時期に，意外にも台所という場所での，新たな楽器との出会いが記されて
いる。台所であるから，日常的に目に触れるはずであったが，その台は，楽器としてでは 

なく，普段は食事をする前と洗い物のあとに物を置くための場所，単なる台として使われてい
た。
この場面でも，彼に印象に残る出会いをもたらしてくれたのは，母親であった。ニールセン
は，初めて目にした鍵盤楽器とその部品の印象について，次のように述べている。
「母は台からものをすべて取り除いて，蓋を壁に向かって押し上げます。いったい何が目に
入ってきたのでしょうか！ 薄闇の中で，世にもすばらしいものが少しずつ姿を見せてきまし
た。箱の中の右端に，小さな泥炭の塊のようなものがたくさん置いてありました。それとも小
さな兵隊さんたちでしょうか。どの兵士のお腹からも長い金色の糸が出ていました。」
この台の正体については，伝記の少し後の所で，改めて兄とじっくりこの楽器を観察した際
の記述に明らかにされている。それがスピネットと呼ばれる鍵盤楽器であることを理解し，父
親がどこからか中古を入手したものと推測しているのである。スピネットでは弦が横向きまた
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は斜めに張られているので，右端の泥炭の塊のように見えたのは，おそらく弦の数だけある金
属製の糸巻きであると思われる。
このスピネットは，前述したように既に楽器としてではなく，台所の物置として使われてお
り，ニールセンが楽器としての鍵盤を体験するまでには至らなかった。しかし，この事件から
は，彼が楽器というものに抱いた新鮮な興味と感動が感じられる。同時に，たとえ中古とはい
え，スピネットのような楽器を購入して，家に持ち帰ったニールセンの父親の好奇心も並々な
らないものであったと理解できる。
それから程なく，彼が本物のピアノと出会う機会が訪れる。
母親には，盲目の異母兄，ハンス Hansという人物がいて，オーデンセ郊外のダールム

Dalum教会でオルガニストを務めていた。オーデンセまで母親と徒歩で歩いて行って，ハン
スを訪問した際の様子が，自伝に残されている。彼は，オーデンセの小さなアパートの屋階に
住んでいた。優しくて親切な人柄で，訪問を喜んでくれた。そのアパートで，ニールセンにと
って決定的な出来事が起こった。彼が所有していたピアノの所までニールセンを誘い，ふたを
開け，弾くことを勧めてくれたのである。その時の印象を回想し，彼は次のように感動的に述
べている。
「指の一本，二本で鍵盤に触れ，だんだんとメロディを探し当てていった時の私の体験がど
んなものだったか，描写しようとしてもまったく無理な話です。かわりに『今』の私が，その
とき目の前に広がっていた鍵盤の長い列を探索しながら感じた忘れがたき興奮ぶりがどんなも
のだったかを，説明してみようと思います。音楽はそれ以前にも聞いたことがありました。父
がヴァイオリンやコルネット [トランペットに似た金管楽器の一種 ]を演奏するのを聞き，母
が歌うのを聞いていました。麻疹で寝ていたときには，小さなヴァイオリンを弾いてみたこと
があります。けれども今回の体験はまったく別のものでした。目の前に，音階が光り輝く列に
なって横たわっていたのです。それは聞くことができただけではなく，『見る』ことができま
した。」3）

既に還暦を過ぎた著者によって記憶に基づき書かれた文章であるので，著者も述べているよ
うに，記憶の錯綜，混交などがあるかも知れない。その意味では，書かれたままをそのままに
受け取ることはできないが，鍵盤によって音楽を構成する「音階」を見ることができた点に着
目しているのは，興味深い指摘であるといえよう。
その後ニールセンは 8歳の時，父親の楽団で演奏し始めた。そのころ，彼が作曲した「ポル
カ」の旋律が，伝記の中に残されている。ただその曲は余りにダンスには不向きな，シンコペ
ーションを多用したリズムのために，父親の評価は高いものではなかった。とはいえ，小曲な
がら彼が作曲を試みた最初の事例の 1つとして，この曲は譜面の形で伝記中に銘記されている。
1874年（ 9 歳）から，ニールセンはブラーガ Bragaと呼ばれたアマチュアのオーケストラ
にも演奏に参加した。これを通じて，モーツァルトやハイドンなどの巨匠たちの曲を知ること
となった。
1879年（14歳）になるまでに，ニールセンは，直接父からコルネットの演奏を学び，その技
量を基に，やがてオーデンセの軍楽隊へ入隊する。そこで，楽器演奏に止まらず音楽の理論に
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ついても学ぶことができた。折に触れて，父親のバンドの手伝いをする機会もあった。そして
この時期の，彼の音楽的視野を広げることとなる出来事としては，ピアノの入手とヴァイオリ
ンの専門的なレッスンが挙げられる。
オーデンセのオーヴァー通り Overgadeの店に，古いピアノが売り出されているのを見て，
ニールセンはそれを分割払いで購入した。ピアノが家に来てからは，暇さえあればピアノの前
で過ごしたという。かつて，母の異母兄のハンスのところで，初めてピアノを間近に見た時の
感激の様子から推し測れば，ピアノへの熱中は誇張ではないであろう。さらに練習曲集と古本
の楽譜を手に入れて，練習に励んだという。曲集の中には，モーツァルトのピアノ・ソナタや
バッハの『平均律クラヴィーア曲集』などが含まれていた。それと同じ頃，ヴェスタｰ通り
Vestergadeの地下の酒場で，名をオウツェン Outzenといった年老いたピアニストと知り合っ
た。彼は，本来は良家の出で，高級税官吏の息子であったが，二人が出会った頃は落ちぶれて
いた。オウツェンは完璧な教育を受けた人で，教養豊かで古典音楽にも造詣が深かった。ニー
ルセンは，奇しくも彼を通じて「洗練された音楽」への世界へと導かれたのである。その後，
ハイドン，モーツァルト，ベートーヴェンの《ヴァイオリンとピアノのためのソナタ》を一緒
に演奏したり，作曲家の特徴についての，生き生きとした解説も聞くことができた。オウツェ
ンは，深淵なバッハの音楽を学ぶことに対しては慎重な態度を取っていたが，逆にそれがニー
ルセンの向学心に火をつけた。ニールセンはバッハの音楽に開眼した様子について，次のよう
に述べている。
「初めのうちは，それがほんとうの音楽だとは思えませんでした。メロディはどこにあるん
でしょうか。同じ音型が何度も出てくるというのは，何を意味しているんでしょうか。右手の
部分に歌がありません。対位法というのがあるのを私はまったく知りませんでしたから，その
点に関しては私の理解の範囲から外れていました。･･･ 変ホ短調の短い第八番のプレリュード
を五十回以上も弾いたあとで，私の中で火がついたのです。ドアが開けられました。私はよう
やくまったく新しい妙な世界を探検することができるようになったのです。」4）ニールセンはそ
の後，オウツェンの指示を尊重して，バッハからは距離を置いたものの，二十代の半ばになっ
て，再び《平均律》に取り組んだと述べている。いずれにしても，その後の彼は，ピアノにつ
いて自習という方法で練習に励んだに違いない。
1880年には，ニールセンは一等兵へと昇格する。そして，1881年（16歳）までは，ヴァイオ
リンのレッスンを，オーデンセ音楽協会会長であったカール・ラーセン Carl Larsenから受け
ている。この時期には，私的に弦楽四重奏団を結成し，室内楽作品も残している。また，友人
たちと室内楽団を組んでヴァイオリンを演奏したり，様々な室内楽作品を書いたのもこの時期
である。オーデンセにおける友人等は，ニールセンの優れた楽才に注目し，コペンハーゲンの
音楽院への進学と，そこでのさらなる専門的学習機会を考えるよう勧めた。オーデンセにおけ
る楽隊での活動中に，将来の進路について決めかねていたニールセンは，ついに，1883年 5 月
コペンハーゲンの音楽院受験の旅に出たのである。
まずは，音楽院のヴァイオリン教授トフテ Valdemar Tofteの家でヴァイオリンの受験をした。
ニールセンの才能を評価した彼は，音楽院への入学資格があることを認めた。続いて，院長の
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ゲーゼ Niels Gadeに，弦楽四重奏曲（FS3d?）を提出しなければならなかったので，翌日，徒
歩でゲーゼ宅に行く。彼は，ニールセンのアンダンテを見て，曲の形式感について一定の評価
を示し，彼がヴァイオリンの試験に合格していれば，入学を認める判断をした。1883年12月入
試に合格し，学費免除の扱いで1884年 1 月 1 日より，勉学を開始した。
ニールセンの音楽院時代は，1884年初～1886年まで及ぶ。在学中に師事した教師は，下記の
とおりである。
　　　ヴァイオリン：トフテ（Valdemar Tofte）
　　　ピアノ：ハンセン（G.Mattison-Hansen）
　　　音楽理論：ハートマン（J.P.E.Hartmann），ローゼンホッフ（Orla Rosenhoff）
　　　音楽史：ゲーゼ（Niels Gade）

上記からも分かるように，音楽院においては，ニールセンは作曲の授業は受けなかった5）。
しかし，音楽理論を担当したローゼンホッフは，ニールセンが音楽院を修了後も継続して指導
を続けた。ニールセンとの継続した親交を踏まえると，作曲の指導も行われていたものと考え
られる。音楽院時代のニールセンが，どの程度ピアノ演奏に習熟したのかは，残念ながら現時
点では明らかではない。音楽院を修了後，1887年 9 月には，チヴォリ公園のコンサートホール
で，彼の最初のオーケストラ作品が演奏されていることから，その頃までに，彼の関心は作曲
へと移行していたのではないかと考えられる。

Ⅱ　ニールセンのピアノ音楽の創作期

カール・ニールセンの主なピアノ作品としては，表 1に掲載した10曲程度を挙げることがで
きる6）。ピアノ作品の創作期は，19世紀最後の10年間から，20世紀初期まで，およそ40年に及
んでいる。シンドラー7）は，ニールセンのピアノ音楽について，形式上は様々なタイプが見ら
れるものの，様式の点では同質性に特徴があるとしている。さらに，先の40年間で，彼の成長
の軌跡を辿ることはできるが，革新的な変化は見られない，とも述べている。
とはいえ，彼のピアノ作品を彼の生涯の転機と重ね合わせて捉えることも可能である。表 1
では，その作曲時期と交響曲のそれを併置して示した。
一般に，ニールセンのピアノ創作期は，彼の経歴に基づき 3つのエポックに区分することが
可能である。第 1の局面には，19世紀最後の10年間に作曲された，「 5つのピアノ小品」Op.3，
「交響的組曲」Op.8，「ユーモレスケ・バガテル」Op.11が含まれる。「 5 つのピアノ小品」と
「ユーモレスケ・バガテル」に含まれる小品は，比較的近づきやすいピアノ作品である。とり
わけ，前者は，ニールセンが1889年に王室オーケストラを休職し，アンカー奨学金を得て研修
旅行中に，ベルリンの地で作曲した作品で，その中の第 3曲の「アラベスク」は，独創性溢れ
る曲として，大きな反響を呼んだことが知られている。それに対し，「交響的組曲」は，ピア
ノの様式に交響曲の要素を加味した力強い構成を併せ持っている。既に，ニールセンならでは
のピアノ様式を示しており，シンドラーの見解とも符合する。
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ニールセンのピアノ創作活動は，第一次世界大戦によって，一旦中断される。続く第 2の局
面には「シャコンヌ」Op.32，「主題と変奏」Op.40，「組曲」Op.45が位置する。これらは，「交
響曲第 2番」から「交響曲第 4番」までを書き上げ，母国においてシンフォニストとしての確
固とした地位を確立した頃の作品となる。
「交響曲第 6番」が書かれた後の 2作品は対照的な曲である。「 3つのピアノ小品」は，ニー
ルセン特有の半音階や不協和音，多彩なリズムに特徴づけられた作品。それに対し，晩年の
「子供と大人のためのピアノ曲」は，短く，単一の主題に基づきながら，主にホモフォニック
なスタイルを取る。表題が示すように，幅広い奏者を念頭に置いた作品だが，ニールセンの円
熟した，「独創性」と「ファンタジー」が込められた作品である。

表 1　カール・ニールセンの主要ピアノ作品と交響曲の創作期8）

〈ピアノ作品〉 〈交響曲〉
《 5つのピアノ小品》Op.3（FS10）.1890

《交響曲第 1番》Op.7（FS16）.1891-92
《交響的組曲》Op.8（FS19）.1894
《ユーモレスケ・バガテル》Op.11（FS22）.1894-97
《ピアノのための祝典序曲》（FS24）1900

《交響曲第 2番》Op.16（FS29）.「4つの気質」
1901-02

《メリー・クリスマスの夢》（FS34）1905
《交響曲第3番》Op.27（FS60）.「シンフォニア・
エスパンシヴァ」1910-11
《交響曲第4番》Op.29（FS76）.「抑えがたきもの」
1914-16

《シャコンヌ》Op.32（FS79）.1916-17
《主題と変奏》Op.40（FS81）.1917
《組曲》Op.45（91）.1919-20

《交響曲第 5番》Op.50（FS97）1921-22
《交響曲第 6番》（FS116）「シンフォニア・センプ
リーチェ」1924-25

《3つのピアノ小品》Op.59（FS131）.1927-28
《子供と大人のためのピアノ曲》Op.53
（FS148）.1929-30
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Ⅲ　ニールセンのピアノ作品の特徴

ニールセンのピアノ曲は，しばしば独特であると指摘される。散見される指摘に共通するの
は，ニールセンの経歴に明らかなように，彼の最も得意とした楽器がヴァイオリンであり，ピ
アノについては必ずしも系統立った，アカデミックな教育を受けてこなかったこと。そのため
に，逆に因習的なピアノ技法に縛られることがなかったのだ，という点にあろう。ここでは，
具体的な言及の内容を確認すると共に，ピアノ曲に対するニールセン自身の姿勢を確認してお
きたい。
ニールセンのピアノ作品全集（CD録音）への解説の中で，ローソン Jack Lawsonは，デン
マーク人の両親を持つ，パリ生まれのピアニスト，フランス・エレゴアー France Ellegaardの
見解を紹介している。それによると，ニールセンのピアノにおける名人芸からの離反は，偉大
な解放である。なぜなら，それによって，彼の想像力が，ピアノという楽器を革新的に扱うこ
とを可能にしたからである，としている9）。さらに，1953年のプログラム・ノートへの以下の
言葉を紹介している。
「ニールセンの精神は，彼自身の手ができることに拘束されることはなかった。･･･ まさに
ベートーヴェンの様に，彼が想像する響きを作曲しているのである。ベートーヴェンは，後継
者達が左右することになる，19世紀の因習的な技法については何も知らなかった。ニールセン
は，ロマン派を通り抜けて，自らまっすぐとベートーヴェンへと通じる道を，主体的に，直接
に切り拓いている。」10）

これは，従来のピアにスティックなスタイルからは外れたニールセンの音楽を，むしろ肯定
的に評価する立場からの見解である。
また，ニールセンの主要なピアノ曲の校訂を手がけているミラーMina F.Millerは，「組曲」

Op.45の序文で次のように述べている。
「･･･ このような批判校訂版は，記譜の正確さという点においてのみならず，この作品の解
釈において，歴史的，哲学的，技術的考察へのアプローチの一貫性という点においても，作曲
家のアイデアに忠実であらねばならない。彼のピアノ音楽の解釈において，これらの要素を集
中させることが，以下の事実によって，より一層重要となる。つまりそれは，彼の非因習的，
しばしば非慣用的なスタイルが，曖昧さ（ambiuities）へと通じているということである。こ
れは，作曲家の美的観念と演奏家の役割に関する発想を参照することによってのみ解決でき
る。」11）批判校訂版を用意する際に，様々な角度から作曲家の意図に迫る必要性を説いているが，
その前提として，ミラーもエレゴアーと同様に，ニールセンの非慣用的なピアノスタイルを認
めているのである。
それでは，当のニールセンは，自身のピアノ音楽についてどのような考えを持っていたのか。
彼の最初の主要なピアノ作品である「 5 つのピアノ小品」Op.3への序文の中で，校訂者のラ
スムッセンは，ニールセンのピアノ曲の原典版が出版されてこなかった理由に触れて，以下の
ように述べている。
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「ヴァイオリニストとして訓練を受けたカール・ニールセンは，ピアノという楽器に対し，
ピアニスティックな関係を持つことはなかった。彼は，しばしば当時のピアニスト達からのア
ドバイスを求め，現に受けていた。そして，自作品の音符を並べ替えることも許可していた。
彼の生誕記念日に，彼のピアノ作品の完全な版が出ても良かったが，出版社や，芸術家たちは，
出版の責任をとることをためらったのは，そこにも原因があるかも知れない。」12）

ラスムッセンが基づいた資料に関しては，特に明記されていない。しかし，この指摘が正し
いとするならば，ニールセンの，ピアニストと共に演奏を作り上げていこうとする柔軟な姿勢
が窺える。当然その背景には，自身のピアノ曲が独特の表現のスタイルを持っている点への認
識もあったものと考えられる。
最後になるが，ニールセン自身の言葉で，ピアノ作品の解釈に関連する表現を参照しておき
たい。資料は半音階や独特な和声使用などの点で，円熟の域にあった《ピアノのための組曲》 
Op.45からである。この初版は，ライプツィヒのペータース社から，1923年に出版されている。
そこには，作曲者自身の「緒言」（Vorbemerkung）が載せられており，その中でこの作品の演
奏解釈について以下のように述べている。
「私は，はっきり言おう。『解釈されるべき』ではなく，『解釈できる』と。というのは，才
能あるあらゆる芸術家は，自身のいくつかの解釈のために，自由と余地を有するはずだからで
ある。そして，人は，しばしば実践的芸術―例えば，音楽や ､舞台芸術などの―において，欠
点が長所へと変わりうるように，芸術に不思議な生命を授ける ､あの独特の現象を目撃するの
である。」13）

奏者の解釈上の「自由」と「余地」を明言していることが重要である。ここからは，作曲の
指導を受けることなく，ピアノも，伝統的（因習的）な奏法にとらわれることなく，自身の音
楽的想像力に寄り添って，創作に力を注いだ彼の作曲上の姿勢がうかがい知れる。上記の解説
は「組曲」に向けて述べられたものだが，その考え方は，「音楽は生命である。生命の如く，
抑えがたい。」14）とした彼の思想と通底するものであり，ひいてはニールセンの作品全てに及
んでいるものと思われる。
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